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会  議  録 

会議の名称 第４回茨木市提案公募型公益活動支援事業評価委員会 

開 催 日 時 

令和３年４月 26日(月) 

    （午前・午後） ９時 30分 開会 

    （午前・午後） 正午      閉会  

開 催 場 所 オンライン会議システム（Zoom）にて開催 

議 長 
山本 博史 氏 

（追手門学院大学 地域創造学部 地域創造学科 教授） 

出  席  者 

【評価委員】 

山本博史氏（学識経験者）、百瀬真由美氏（ＮＰＯ関係者）、髙田和子氏（地域活動

関係者）、板倉幸司氏（公募市民） 

（  ５人） 

【事務局】 

小西市民協働推進課長、山本市民協働推進課市民活動係長、松井市民協働推進課職

員              

                                （ ３人） 

                                                                  

【担当課】 

子育て支援課、中央図書館、健康づくり課、文化振興課  

                （  ４課） 

                           

開 催 形 態 公開（傍聴者０人） 

議 題 ( 案件 ) 
（１）概要説明および会議の公開・非公開の決定 

（２）提案者によるプレゼンテーション及び質疑応答 

配 布 資 料 

・第４回茨木市提案公募型公益活動支援事業評価委員会次第 

・令和３年度 チャレンジいばらき補助金申請事業一覧 

・応募関係書類（個人情報を含むため省略） 
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議 事 の 経 過 

発言者 議 題（案 件） ・ 発 言 内 容 ・ 決 定 事 項 

 

事務局 

山本委員長 

 

 

団体 

 

 

 

担当課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

団体 

 

 

 

担当課 

 

 

 

 

 

 

 

 

団体 

 

 

 

担当課 

 

 

開会及びあいさつ、本日の会議の概要説明 

公開・非公開の決定について（すべて公開） 

 

----------------------- プレゼンテーション開始 ----------------------- 

【自由テーマ型事業】 

茨木市から発信する重度障害児の遊び・学びをひろげるデジタルツール活用支援 

一般社団法人できわかクリエイターズ 

 

【担当課 意見】 

 

【質疑応答】 

 ・視線入力装置のレンタル料について 

 ⇒１台あたりが高価であり、市内の小学校にも導入されているため購入までは考え

ていないが、なかなか使える機会がないので、まずは大人たちが慣れ親しむこと

ができるように今回はレンタルしたいと考えている。 

 ・１回あたりの参加者数について 

 ⇒茨木市で行ってどれくらいの集客ができるかまだ分からないが、他の類似のイベ

ントでは 30 名ほどが参加している。 

 

【自由テーマ型事業】 

コロナ禍中における新しい形の読書支援 

茨木市立中央図書館友の会「萌」 

 

【担当課 意見】 

 

【質疑応答】 

・会場使用料について 

⇒無料、250 円、2500 円など、場所により異なる。 

 開催日の他にも、材料セットづくりやスタッフ向けの講習を行う予定。 

 ・広く周知する工夫を 

 ⇒検討する。 

 

【自由テーマ型事業】 

食育講座 

特定非営利活動法人自然派食育・きちんときほん 

 

【担当課 意見】 
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団体 

 

 

 

担当課 

 

 

 

 

 

 

 

 

団体 

 

 

 

担当課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

団体 

 

 

 

担当課 

 

【質疑応答】 

 ・普段の事業＝補助金活用事業？ 

⇒NPO としての事業は他にも行っているが、食育講座は補助金を活用している。 

 ・広報が課題では 

 ⇒チラシ設置などは行っているが、さらに工夫したい。 

 

【文化芸術振興事業】 

梅雨を楽しむ 古民家ライブ 

プロミュージシャンコロナ支援プロジェクト 

 

【担当課 意見】 

 

【質疑応答】 

・古民家でのライブは密にならないか？ 

⇒距離を十分に取り、窓を全開にする等工夫する。 

・資金調達について 

⇒クラウドファンディングは考えていない。参加費と補助金で実施する予定。 

 

 

【文化芸術振興事業】 

茨木の魅力を芸術・文化を通して姉妹都市に発信する 

茨木美術協会 

 

【担当課 意見】 

 

【質疑応答】 

・姉妹都市はどこを想定しているか？ 

⇒現時点では未定。補助金の交付が決定してから具体的に決定する予定。 

・以前も姉妹都市との交流はあったのか？ 

⇒交流はあったが、関係者同士であった。今回は市民同士での交流を図れるように

したい。 

・旅費交通費について 

⇒姉妹都市である小豆島で展示ができればと考えており、そのための旅費。 

 

 

【文化芸術振興事業】 

日本伝承芸能茨木市同好会 第五回 発表大会 

日本伝承芸能茨木市同好会 

 

【担当課 意見】 
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担当課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

団体 

 

 

 

担当課 

 

 

 

 

 

 

山本委員長 

 

【質疑応答】 

・11 月の事業は新型コロナの影響が大きい場合、どうするか 

⇒延期ではなく、中止の方向で考えている。 

・参加者数の想定は 

⇒160 名ほどを予定している。 

・会員自体はコロナで減少していないか 

⇒会員の減少は、現時点では特にない。 

 

 

【文化芸術振興事業】 

いばらき昼ジャズコンサート 

The Majestic Jazz Orchestra 

 

【担当課 意見】 

 

【質疑応答】 

 ・補助金が出なければ中止となるのか 

 ⇒開催はするが、自費から出すか、開催場所を変更する。 

 ・駅前の方が集客を狙えるのでは？ 

 ⇒別事業にて、ショップタウン等も使いながら音楽を日常化できるような催しを検

討したいと考えている。文化庁の補助金の活用も検討している。 

 

 

【文化芸術振興事業】 

real SOU #7・#8 「SOU」のほんもの作品展 

One Art Project 

 

【担当課 意見】 

 

【質疑応答】 

・人件費について 

⇒一人当たり、5,000 円×３日分を想定。 

 

 

他に意見はないか。以上で報告を終了する。事務局から連絡事項はないか。 

以上で、第４回茨木市提案公募型公益活動支援事業評価委員会は閉会とする。 


